
















































































































































































































































































































































ッシャーとなり、“叱られて怖かった” や “辛かった” という思い出になっていると考えられ
る。やり遂げる達成感や楽しい気持ちが芽生え、育まれたとしても、ずっと正座をさせられ
て辛かった経験や間違えたら怒られた経験があることで、結果的には辛い思い出として残っ
ていることは非常に残念で、そのような状況はできる限り避けなければならない。全員が肯
定的な感じ方を持つのは難しいかもしれないが、学生の回答にあるように、“わくわくした”、
“もっとやりたいと思った” と感じてもらえるような活動を展開していくことが保育者には
重要だと言える。保育者のかかわり方や計画を工夫することで、もう少しゆとりのある表現
活動を行なうことが理想だと考えられる。
　幼稚園での責任実習を終えた２年生の調査結果では、実習中の責任実習時に音楽の表現活
動として、朝の会、昼食時、帰りの会での歌唱活動が多くあげられた。主活動で音楽的な活
動を選択することはやはり少ないようだ。歌唱活動で配慮した点としては、「歌詞を先に伝
えるようにした」や「子どもたちの様子を見るようにした」等、授業内やピアノレッスンで
学んだ内容を実践している結果が得られた。歌唱活動の場合は、弾き歌いが基本となるが、
何度も歌い慣れている曲であれば問題ないが、そうでない場合は、歌詞を先取りして子ども
たちに伝えることも大切になってくる。保育の流れが止まらないように、ピアノ伴奏もとま
らないようにする必要がある。また、年齢によっては歌う速さにも留意しなくてはならない。
そういった歌唱活動時に必要な配慮をしていることがわかり、授業の効果がでている。
　実際の保育現場を経験し、音楽活動に挑戦した結果、具体的に活動を援助する側に求めら
れている能力は何かという問いに関して一番多かった回答は、やはり「ピアノの演奏技術」
であった。いつまでも「ピアノの演奏技術」だけにとらわれていると、なかなかうまくいか
ないだろう。しかし、今回の調査からは、まだまだ「ピアノの演奏技術」という点で未熟な
部分が多く、園での音楽表現活動＝ピアノへの不安という印象でしか捉えられていないこと
が明らかとなっている。養成校でどのようにこの技術面の不安をとりのぞいていけるのだろ
うか。ピアノ以外で行なう事を考えることは可能か。歌唱活動を実施する際、ピアノ以外の
楽器での伴奏を考えたとしても、現時点では適当ではない。なぜなら、教材として出版され
ている子どもの歌や季節の歌を扱った楽譜については、ピアノ伴奏で書かれており、弾き歌
いはピアノ伴奏で想定されている。次に、弾きながら子どもたちと一緒に歌うことを考える
と管楽器は不可能である。弦楽器も楽器を首に挟むようなタイプのバイオリン等は演奏しな
がら一緒に歌うことを考えると現実的でない。このように考えると、ピアノで伴奏をするか、
もしくは何もせずにアカペラで歌い導くという選択肢になる。学生の中には、「実習で弾き
歌いをする時に緊張のあまり頭が真っ白になり、伴奏がとまってしまい立て直せなかったた
め、やむを得ず、手拍子をしながら歌った」というケースもあった。これらをふまえると、
現時点ではやはり音楽表現活動を実施する際に保育者が使用するツールとして「ピアノ」は
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欠かせないものということになる。実習や就職後に多くの場合、ピアノを利用して保育を進
めていくことになるため、ピアノの演奏技術や歌唱能力というのが保育者には欠かせない。
　しかしながら、子どもたちと表現活動を行う保育者がいつまでも技術面で不安や難しさを
抱えたままでは、主体性や自由度が減ってしまう。例えば、子どもたちが○○を歌いたい、
○○を歌いながら体を動かしたいと思っても、ピアノの技術的な問題が生じていると、応え
ることができないだろう。保育者自身が不安を抱えて楽しめないでいるにもかかわらず、子
どもに楽しいと感じてもらうことはできない。調査結果からも推察できるように、幼児期の
表現活動は成長にも影響を与える大変重要な活動であるため、活動を自由に楽しめるような
環境を保育者は子どもたちに提供できるようにしなければならない。将来保育者を目指す学
生にとっては、音楽、特にピアノの能力について、自信が持てるほど養成校での短い学びで
賄うことは厳しい状況がある。
　音楽表現活動を通して子どもたちにどのように感じて欲しいかという問いに、「音楽を楽
しいと感じて欲しい」という回答が一番多かったが、子どもたちに楽しいと感じてもらうた
めには、保育者自身も楽しんでいなくてはならない。だが、自分自身が教え導く立場や環境
を提供する側になると、純粋に子どもたちと音楽表現活動を楽しみながら行うことができて
いるとは言えない。楽しめないばかりか、調査結果からは、音楽の楽しさを伝えることより
もピアノの演奏技術が未熟であることの不安や難しさ、緊張ばかりを感じていることが明ら
かになっている。音楽に限らず、子どもにとって表現活動は、子どもたちが見たもの、聞い
たもの、触れたものをそれぞれ自由に感じ、自分の感じたものや思いを自由に表現していく
ことを大切にしていくものである。また、他者の表現したものを感じ、受け入れ、理解し、
お互いを認め合うことも大切であるため、保育者は子どもたちの様子をよく観察し、子ども
たちが表現したものを読み取る力をつけておかなければならないだろう。
　養成校での指導においては、ピアノを弾く際、指番号や原曲ばかりにこだわる指導者が多
くいる中で、ピアノの演奏技術を向上させながらも、自分自身が歌うことも楽しみながら弾
き歌いができるような学生を育てていかなければならないと改めて感じた。ピアノの演奏技
術は重要だが、ピアノが苦手でも柔軟に対応できる方法を身につけなければならない。ピア
ノだけでなく、歌唱力も必要な要素で、「元気よく歌おうね」や「大きな声で歌いましょう」
と声かけをするとほとんどの場合で子どもたちは叫び声やただ単に大声で歌ってしまう。保
育者が手本となる歌い方を出来るようにしておくことが必要とされ、声かけについても配慮
が必要だということが明らかとなった。
Ⅵ．まとめ
　今回の調査では、保育者を目指す学生自身の幼児期の音楽表現活動や、音楽との関わり等
について学生自身はおおむね好意的な印象を持っているという事が明らかとなった。園生活
での音楽表現活動は少なからず、その後の成長に影響を及ぼしているということになる。幼
児期の音楽表現活動の重要性が明らかとなった。ただ、子どもたちに今後、音楽表現活動を
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提供する側となった時には、ピアノの演奏技術や適切な声かけ、配慮など、自分が楽しむだ
けでなく、様々なことを考えながら、進めていかなくてはならない。ピアノの演奏技術以外
にも様々な技術・能力が必要である。いつまでも、ピアノの技術ばかりにとらわれていては、
音楽表現活動を真に楽しむことができない。養成校での短い学びの中でピアノばかりに着目
する学びではなく、自分自身も楽しんで行えるような活動を提供できるような能力を身につ
ける必要がある。指導者は、ピアノの演奏技術ばかりにとらわれた指導だけでなく、ピアノ
以外に必要な技術、能力が得られるような学びを提供すべきである。
注
１ 園生活での音楽活動（歌唱や楽器演奏等）や園以外での習い事等で音楽と積極的に関わること
ができる時期を対象とした論述のため、今回の研究に関して「乳児期」は除外している。
２ CiNii（NII学術情報ナビゲータ）で「保育者　養成校　ピアノ」で検索した場合、検索結果が
128件該当し、ピアノに関しての研究は相当数存在する。
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